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Ⅰ新技術の解説

１ 要旨

 「ふくみらい」の湛水直播栽培では、移植栽培より籾数が多くても品質の低下が少ない。そこで「ふくみ
らい」の湛水直播栽培において品質と収量を確保できる栽培法および生育診断指標を明らかにした。

(1) ふくみらいの湛水直播栽培では、籾数が35,000粒／㎡を超えても、移植栽培のような品質低下が
認められない（図１）。

(2) 品質と収量を確保できる目標籾数は、35,000～40,000粒／㎡である。播種量は、0.4kg／a、基肥
窒素施肥量は、0.4kg／ａである（表１）。

(3) 目標籾数確保のための幼穂形成期における葉色(SPAD値)の目安は、３８～４３である（図２）。

(4) 品質は、移植栽培と同様に穂ばらみ期の葉色が濃いほど良質で、葉色（SPAD値） 
３５～４０で安定する（図３）。

(5) したがって、幼穂形成期に草丈、茎数、葉色による重回帰式で籾数を予測し、不足すると判断さ
れる場合は、同時期に窒素を0.2kg／ａ追肥する（表２）。

２ 期待される効果

 「ふくみらい」の湛水直播栽培では、幼穂形成期以降の葉色低下が小さいことから、移植栽培より籾
数が多くとも乳白粒が少なく、品質の安定化とともに収量の確保が図られる。

３ 適用範囲

 「ふくみらい」の湛水直播栽培可能地域

４ 普及上の留意点

(1) 刈り取り適期幅は、移植栽培と同じ積算温度で900℃～1,100℃である。

(2)
「ふくみらい」は、苗立ち本数が確保しやすいため、苗立ち過剰とならないよう適正播種量を遵守す
る。
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